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ABSTRACT

The rf cbracteristics of the microwave absorber designed for positron LINAC 

using improved direct water cooled SiC ceramics were measured. Rf absorber was 

tested under power leveles up to 10MW peak(3. 5 p 9 SOpps)。 VSWR was achieved

less than L 10®

1 . 前睿
S — バンK L I N A C に於けるマイクQ 波®収体として高純度炭化珪素セラミックス 

( S i C ) は，鳜収能率が高くそ® コント13— ルが可能である‘ さらにS i C は組繊 

がち密でそれ自体で真空シールが可能であり» 表面からのガス放出も小さい。 高温下で

はマイクa 波吸収能率は低下するが組織は安定である等ffi優れた性質を有するa .これら 

の特性を評価して，P F 入射用L I N A C のダミ一Q — ドとして搽用し9 穩在に至るまで 

1 度の故障も無く稼働している◎ そ® 後，歸電子発生用装置に使用する為ダミーa —  

ドのパワーアップが必要となった0 s i c ダミ一a —  ドを，_ 接水冷（板状S i c)

から直接水冷（德弾形S i C ) に変更する事で入力パワー® 増加に対して醱収特性® 1定 

化を飛耀的に向上させる事が出来た（写真1 ) « しかしながら，電力試驗3 2 時聞程 

でS i C 冷却水路内にピンホ一几が出来真空リークが生じた0 鬪発元である日本特殊 

陶業l t d 9 で原因調査を行った結果，.高電界中で冷却水が蒸気化した場合，放電隈界が 

低下し冷却水路内での放電加工や水素分子との化学反応等®複合作用と言う緒鎗に達した 

。 冷却水路の形状を変更しfcダミ 一a —  ドで試験を行った結果，良好であった《

写真1 板状S i C  砲弾形S i C

2 ® ダミ一a  — ドの-造

砲弹形s i c ダミーロードの構造は，國1 に示す。 マイクa 波吸収に伴なう温度
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2 ) 酎鬣力

連繞波に 換 算 し て 7 5 K W  
る電力まで行ったが，冷却水の樊沸 

等の異常は観測されなかった0 

また供給電力©増加による入力V S  
W R の増加は, 非常に小さかった。

• 國2 に夫々のタイプ® S i C ダ 

ミ一a —  ドに於ける供繪電力と人力 

V S W R の関係を示す。

上昇を避る為, 砲弾形S i C の中心に1 0 ♦ の水路が有り水は6 ~ 7 ♦程度のアルミナパ 

イプを掃入し，往復する方法を行った。 これはピンホールのあいた物と同様だが,國

1 の実線®機に水赂を後退して，流速が低下しない镡にしてあるs 水路を後退ざせる 

と先端部での温度上昇は避られない。 これは, 入力V S W R を大きくし好ましくない

ので，砲弾形のテ一パ一長を1 浚 長 （1 6  0 m m ) 程度に長くしfc@
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國 ダ ミ 一 a — ド©構造

3 . 試 験 結 果
試験は，ダミーa — ドのェ一ジング時間( 1 2 時間) を含め計約1 0  0 時間行ったン

1 ) 酎放電

1 O M W ，3. 5 "  e c ，5 0 p p s で放電は目親，ビデオ波形，真空ともに観測 

されなかった。 また, 1 5 時簡の連繽邋転に於いても安定であったc 写真2 にビ

デ オ波形を示す0 この時®入力V S W R は，H e 0 9 であった《
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写真2 a P f ~ 1 0 M ¥ fATT~3(WB 54KM, MTT~iOdB
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3 ) . 真空

約 1 0 0 時園© 試験に於いて，立上時のエーシングを除くとダミーa — ドからの樊 

発_ なガス放出は観測されなかった。 エージング完了後は，マイクa 波® O N 〜O F  

F , 供給電力®変化によるガス放出等の不安定は無かった@ 國3 にマイクEI波のO N  

〜O F  FHこ伴なうガス放出の変化を示すe
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國3 * 放出ガスのスぺクトラム

4 9 考察

水略を変更したS i c ，ミーロ一ドはf 合計1 0  0 時_ 程度® 定格値3 倍戆®電力下 

で試験を行ったが何ら© 異常も観測されなかった。 こ® 寧は，マイクロ波電力増大に

対するマ一ジンとして靜価出来，実用面に於ける耐久性にも期待がもたれる《 1 方f 

使い勝手の面に於いては金属と:の接合技術は釅発途上であy 黻計上® 制約は多い《 こ 

れは，応用範囲を自から限定する事になy 双方にもたらす損失は少なくないと思われる@ 

アルミナと同程度にあつかう事が可能な接合技術® 確立が，急着と思われる《
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